
第 1 回日韓中青少年冬季スポーツ交流 開催要項 

＝スポーツ庁国庫補助事業＝ 

 
1. 目的 
日本、韓国、中国の 3 カ国の青少年が、スポーツ交流を通じて多様な考え方や異文化に
触れる機会を創出し、東アジア地域の平和と友好に満ちた社会の構築に寄与する。 

 
2. 開催地 
北海道  

 
3. 主催 
公益財団法人日本スポーツ協会 
 
4. 共催（予定） 
公益財団法人北海道スポーツ協会 
公益財団法人全日本スキー連盟 公益財団法人日本スケート連盟 
公益財団法人日本アイスホッケー連盟 公益社団法人日本カーリング協会 
公益財団法人日本中学校体育連盟 

 
5. 後援 
調整中 
 
6. 期日 
2023 年 2 月 21 日(火)～26 日(日) 6 日間 
 
7. 実施競技 
スキー（アルペン、クロスカントリー）、スケート（スピード、ショートトラック）、 
アイスホッケー、カーリング 
合計 4 競技 6 種目 
 
8. 参加者数（予定） 
日本選手団 148 名 

  韓国選手団  148 名 
  中国選手団  148 名 
  合 計    444 名 
 

各国の選手団は、選手、指導者、本部役員で構成し、人数内訳は以下のとおりとする。 

競技 スキー スケート ｱｲｽﾎｯｹｰ ｶｰﾘﾝｸﾞ 本部 

役員 
合計 

種目 ｱﾙﾍﾟﾝ ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ ｽﾋﾟｰﾄﾞ ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ - - 

選手（男子） 8 6 10 8 22 5 － 59 

選手（女子） 8 6 10 8 22 5 － 59 

指導者 3 3 3 3 8 3 － 23 

本部役員 － － － － － － 7 7 

合計 19 15 23 19 52 13 7 148 

 
 
 
 



9. 経費 

（1） 参加料：15,000 円 

（2） 以下の経費は日本スポーツ協会が負担する。 

宿泊費、食事代、施設利用料（日程上、必要が生じた場合） 

日本選手団ユニフォーム（競技用ユニフォームは各自手配すること）など交流にかかる経費 

（3） 以下の経費は参加者が負担する。 

自宅から指定する集合場所（ホテル等）への交通費 

個人に係る諸経費（電話代、ルームサービス代等） 

 
10. 参加資格 
（1） 選手 

① 北海道スポーツ協会が推薦し、日本スポーツ協会が認める者 
ただし、北海道スポーツ協会からの推薦が困難な事態が生じた場合は、日本スポ
ーツ協会との協議の上、実施競技の中央競技団体からの推薦を認める。 

② 2022 年 4 月 1 日現在、中学生の者（2007 年 1 月 1 日から 2010 年 12 月 31 日まで
に出生した者のうち、中学生である者） 

③ 国際交流の意義及び交流国の生活文化を理解し、友愛の念を持って他の参加者と
積極的に交流できる者 

④ フェアプレイ精神に基づいて国際的なマナーを守り、競技規則を遵守できる者 
（2） 指導者 

① 北海道スポーツ協会が推薦し、日本スポーツ協会が認める者 
ただし、北海道スポーツ協会からの推薦が困難な事態が生じた場合は、日本スポ
ーツ協会との協議の上、実施競技の中央競技団体からの推薦を認める。 

② 年齢は原則 30～70 歳までの者 
③ 国際交流の意義及び交流国の生活文化を理解し、友愛の念を持って他の参加者と

積極的に交流できる者 
④ フェアプレイ精神に基づいて国際的なマナーを守り、競技規則を遵守できる者 
⑤ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を有する者が望ましい。 

（3） 本部役員 
① 日本スポーツ協会が選定する者 
② 北海道スポーツ協会が推薦し、日本スポーツ協会が認める者 

 
 


